






























































基礎」（7）の古典のひとつ，有名な Tout est bien sortant des mains de l’Auteur des choses, tout dégénère 
entre les mains de l’homme.で始まるルソーの『エミール』に，このことがセンセーショナルに記されて
いる。
万物をつくる者の手をはなれるときすべてはよいものであるが，人間の手に移るとすべてが悪くなる
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，すべてはもっと悪くなる























































この四つの視点から，低学年では 19，中学年では 20，高学年では 22の内容項目が記されている（10）。そし



















切にし , 身の回りを整え , わがままをし
ないで , 規則正しい生活をすること。





































公正 , 公平 , 社会正義
（11）自分の好き嫌いにとらわれないで接す
ること。









（13）父母 , 祖父母を敬愛し , 進んで家の手
伝いなどをして , 家族の役に立つこと。


































小学校第 5 学年及び第 6 学年（22） 中学校 （22）
A　主として自分自身に関すること
（1）自由を大切にし , 自律的に判断し , 責任
のある行動をすること。
（1）自律の精神を重んじ , 自主的に考え , 判断し , 誠実に実















































を深め , 異性についても理解しながら , 
人間関係を築いていくこと。
（8）友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち , 

















もに , そのよりよい在り方について考え , 自他の権利





もつことなく , 公正 , 公平な態度で接
し , 正義の実現に努めること。
（11）正義と公正さを重んじ , 誰に対しても公平に接し , 差
別や偏見のない社会の実現に努めること。











えを深め , 勤労を通じて社会に貢献すること。 勤労
（15）父母 , 祖父母を敬愛し , 家族の幸せを求
めて , 進んで役に立つことをすること。


























































































































































































































































































































































































































































































































（16） 拙稿「道徳教育と特別活動の協働─「徳目」を教える道徳と SEL」国士舘大学初等教育学会編『初等教育論集』第 16号，
2015年所収，12-32頁，参照。
（17） 宮野・山﨑・菱刈前掲書，参照。
（18） たとえば，読み物資料として有名な「いつわりのバイオリン」や「月明りで見送った夜汽車」（廣済堂あかつきから出版
されている中学生用副読本所収）などを用いる。
（19） 先の注 5参照。
（20） 横山利弘『道徳教育とは何だろうか─道徳をどう解く』暁教育図書，2007年，35-37頁，参照。教育の非連続的形式に
ついては，拙著『近代教育思想の源流─スピリチュアリティと教育』成文堂，2005年，126-141頁，覚醒を促す教師の
類型については，拙著前掲『教育にできないこと，できること』，55-60頁，参照。
（21） 拙著前掲『教育にできないこと，できること』，41-42頁，参照。
（22） 佐藤幸司『スペシャリスト直伝 !　小学校道徳授業成功の極意』明治図書，2014年，28頁。
（23） 前掲「小学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編」，101頁。
（24） 佐藤前掲書，50頁。
（25） とくに，以下のものを活用している。「文部科学省ホームページ　小学校道徳　読み物資料集」（http://www.mext.
go.jp/a_menu/shotou/doutoku/detail/1303863.htm）　2015年 8月 15日閲覧。
（26） 指導案作成に際しては，インターネット上でアクセス可能なものや具体的な展開例を提示するなどして補助している。あわせ
て，前掲「小学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編」，77-79頁にある指導案についての解説を熟知させるようにしている。
（27） 以下の記述については，佐藤前掲書，104頁以下を参照した。
（28） 前掲「小学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編」，104頁以降，鈴木由美子・宮里智恵編『やさしい道徳授業のつ
くり方─心をひらく道徳授業実践講座　1巻』溪水社，2012年，55-68頁，参照。
（29） 拙稿前掲「教育基礎と教育実践とのあいだ」，参照。
（30） たとえば，松下良平『知ることの力─心情主義の道徳教育を超えて』勁草書房，2002年，道徳教育そのもののもつ欺瞞
性の指摘についても，同『道徳教育はホントに道徳的か ?─「生きづらさ」の背景を探る』日本図書センター，2011年，
参照。さまざまな問題点については承知し，そのポイントを授業中に示しながらも，とはいえ目下のところ教員を目指す
学生には，オーソドックスな基本型をまずは知っていてもらう必要はある。松下が指摘するような批判的観点を教員養成
段階でどう生かすかについては，拙稿「道徳を指導する教員の養成と教育哲学」教育哲学会編『教育哲学研究』第 112号，
2015年所収，参照。
（31） 佐藤前掲書，16-17頁，参照。
（32） 注 4参照。
（33） 佐藤前掲書，3-4頁。
（34） メランヒトンが人間の自由意志とそれに基づく道徳的責任を弁護するのに，よく用いる言葉である。拙著『ルターとメランヒ
トンの教育思想研究序説』溪水社，2001年，参照。また，続近刊予定『メランヒトンの人間学と教育思想─研究と翻訳』（仮題），
参照。
（35） モラルの基盤となる「躾」や「習慣」の重要性については至る所で強調してきたが，差し当たり，拙著前掲『教育にでき
ないこと，できること』，156-173頁，拙稿前掲「道徳教育と特別活動の協働─「徳目」を教える道徳と SEL」，参照。
